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カムライグ誇の属格：；構造・機能・関係

小池間IJ史

Genidol yn Gymraeg 

Takeshi Koike 

要旨 Crynodeb: Y mae'r draethawd hon yn廿afod cystrawen, swyddogaeth y 

genidol yn Gymraeg, a pherthnasau semantig sydd rhwng yr enw genidol a'i 

hen. Y mae t出r fath o gystrawen enidoL ol·ddodiadol, rhagddodol, ac 
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劉 ddOdladol Y gystrawen 61‐ ddOdlad01 yw'r mwyば cyL・ e島蘊 ohonynt Me5■ l

naill delp(e_e 〃燿,yめ覆)。'r ttstrawen hOn,y mae'r enw genidolン 電
nnnlbpol o'i ben,ac yn y nall de.p(e.eο ′凛五ridcLaD,ymuna'r dau enw
fel uned ttstrawennol Goleddfui ellw pen yw swyddOgaeth y ge五

dOl ar y

cyd_ ハご ben hynny fel ei s¬ γddOgaeth arbenn■g, gan 

「

 enw geidol
bende」レnnui ben fel bannOd,neui goleddftl yn nnsOdde量 iO1 0nd greh・
enwau genidol y咀 師 dthO fel goledて nad enwolりftedm hefy・ d GeLr
nlyneJ llawer math ttahano1 0 berthnasau sellnandg rh、 電g r enw genldOl

a'i ben Dadltt mal oherwγ dd fOd y gystrawen d‐ ddOd■ adol wedl「 nsettdlll

ers y chweched gnnrif p力 ny(ヅ Lr£ hrfdrOad enwOl,電 Gン知 raeg y ced宙 r
swyddogaeth wTeidd101 y geddol tt y gOled品 'r pe→ dl・Os yり伍od h、融

ge五dol,goledtth,pendel■ mu,c5βtrawen

l.は じめに

カムライグ語には、しばしば「属格」(力 gen■dOl;英 ge五tlve)と 呼ばれる
次のような表現がある。

[1l n通り′

“

" (町
を「本」y(冠詞)傲熙 「男」)「その男の本」

【2]襲童 ″′Иr“ん″ (da■rr「カバー」caled「 固い」)「ハー ドヵバーの本」
13]brawd y物 (brawd「兄Jま たは「弟」)「その男の兄 〔弟〕」
[4]nvwodraeth tta′ (nywodraeth「政府」gwlad「国J)「 (あ る)国の政府」

これらの例は、すべて二つの名詞 (句)か ら成る名詞句である。第二の名詞
句 (斜字体)が第一の名詞 (下線部)に従属することによって、全体で一つの
名詞句を構成 している。カムライグ語史以前のブリティッシュ方言のように、
名詞が格変化語尾を残 していた時代には、上例の第二の名詞句のように他の名
詞に従属する名詞は属格の格変化をしたことから、そのような格変化をしない
カムライグ語の文法記述においても、「属格」という用語を使用しても良いとす
る立場があるヽ本論はこの立場に立ち、二っの名詞 (句)が従属関係によって
一つの名詞句を構成 している時に、従属 している名詞 (句)を 「属格名詞」と
呼び、それに対して主となる名詞 (句)を 「主要名詞」と呼ぶ (以下、用例中
の属格名詞は斜字体、主要名詞は下線で示す。これらの用語を用いる際には、
名詞句と名詞の区別をしない)。 属格名詞が従属関係を標示するために採る構造
を「属格構造」、また属格構造が持つ機能 (従属関係を標示するということをも
含めて)を 「属格機能」、更に属格名詞と主要名詞の間にある様々な意味関係を
「属格関係」と呼ぶ。本論の目的は、現代文章カムライグ語 (以下、単に「カ
ムライグ語」)の属格構造、属格機能、属格関係を明らかにすることである。
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2.カ ムライ グ語 の属格構造 :概説

カムライグ語の属格構造には、大別して (1)後置構造、(2)子 名ヽ詞・前置構

造、(3)前置詞構造の三種類がある。

(1)後置構造

この構造は、属格名詞が主要名詞の直後に置かれるパターンで、もつとも主

要な属格構造である。洒[lH2][3][41カ そ`の例である。これらの例では主要名

詞はすべて一語から成っているが、二語以上から成る場合も、主要名ppl全体の

直後に属格名詞が置かれる。

[5]Ltt ma口 y4″ (‐額賓「大きな」)「その男の大きな本」

[6]叫dg dal ac hardd/わ  (dal>tal「背の高い」ac(接続詞)「～と～」

hardd「綺麗な」)「その男の、背の高く綺麗な妻」

(2)代名詞・前置構造

属格名詞が代名詞の場合には、代名詞の「属格形」が主要名詞に対する後接

辞としてその前に置かれる。通常、人称代名詞の「属格形」には強勢は置かれ′

ず、代名詞を強調する場合には、主要名詞の後に人称代名詞を繰り返し、強勢

がくる。人称代名詞の「属格形」は後続の主要名詞に、人称・性によつて異な

る変異を起こす。単数では、 1人称 々 の後では鼻変異、 2人称 む の後では

軟変異、 3人称男性 dの後では軟変異、女性 eiの後では摩擦変果 (母音の

場合には h‐音化)を起こす。複数では 1人称 ein、 3人称 euの後で、主要名

詞が母音で始まる時にのみ、その母音が h‐音化する。

[7]人称代名詞 「属格形」+主要名詞 (car「車」;anan「お金」)

(括弧内は強調のための繰 り返しの代名詞)

単数

1人称   夕襲主笙 O
2人称   ク gar(め

3人称

(男)   ごgar(J

(女)   ″ch霞 0
複数

1人称   
“

,car OD

2人称   σtt car(あ の

3人称   θ′car(力の

(3)前置詞構造

tyaianA
dyarj.an(d)

eiaiarGl
ei harian (tu)

einbaial.G)
eich cat (chwt)

eubariat(hwfi

上述の二つの構造と対照的な構造として、前置詞構造がある。これは属格名

詞を内に含む名詞句が不特定なモノを表す場合に用いる構造である (3.1を

16

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(1):14-34



参照)。 前置詞構造は、後置構造によつて表される様々な属格関係 (4 1を参

照)を分析的に表す構造であり、属格関係の種類によって、異なる前置詞 (i

「～に」o「～から」gan「～による」など)が用いられる。

[8]n輸百ケ枷  ('r=y(定冠詞))「その男の本 (の一冊)」 (所有関係)

[9]brawdゴヶ物  「その男の (に とつての)兄弟 (の一人)」 (人間関係)

[10]理 οケ″ゴοコ (un「 1」 釣述on=い  (複数形))「その男らの (内の)一
人」 (部分・全体関係 )

[11]鮨 n里ぬa.lοケ
"′

′α卦

“

hau>町 ぬ「果物、実り」wladく p・lad「 国」)

「その国 (か ら)の果物」 (起源関係)

112]nvfr♂曖2巧晟ご(D愛ァdd(人名))「 ダヴィーズ (に よる)の書いた本 (の

一冊)」 (作成者の関係)

以上、三種類の属格構造を挙げたが、これらの中で最も主要な後置構造は、

属格名詞 と主要名詞の結び付きの度合いという観点から、更に二種類の構造に

分類することが出来る。以下、 2.1で その二種類の構造について述べる。

2.1 二つ の名詞 の分離型 と融合型

属格構造の中では、属格名詞が主要名詞に従属して一つの大きな名詞的なま

とまりを形成 しているが、二つの名詞がある程度の独立性を保つて分離してい

る場合 (「分離型」と呼ぶ)と 、二つの名詞が統語的に融合して密接なまとまり

を成 している場合 (「融合型」と呼ぶ)と がある。

分離型  [13]cadεttya四  (cadnlr「椅子」)「その男の椅子」

[14]cadairご″  「(あ る)男の椅子」

融合型  [15]塾壺 d′
“

ra」θ′「ハー ドカバーの本」

[16]cad」rZ餞ゴdりa“ 衡dchiauく breiChauく bFdCh
「腕」の複数紛  「肘掛椅子」C■ 英 arm‐ch由

[17]tref Z222&壷 (tref「町」Lllndamく Hllnda血 「ロンドン」)

「ロンドン (と いう)町」

[13][141では、名詞句全体は、それぞれ、主要名詞 ca&山 と属格名詞 y dyn,

dynの二つから成っている。115][16]の表現は、それぞれ、主要名詞 u山
cadかTと 属格名詞 datt caled,brelchlauが 融合して、「ハー ドカバーの本」

「肘掛け格子」という一つのまとまった概念を表す名詞である。更に [17]は、

二つの名詞が結合して一つの地名として機能している同格表現である。この構

造上の違いを次のように表すことが出来る。

1131' mレ ay・221

[141' lcad」 [冽
[1』'唖量ル ″ ι″θ』

″
′

■
■
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116]'[cada山
`づ“

rat71

[17r itrefz塑′圧b]

このような二種類の構造上の違いを示すものとして、冠詞の位置がある。114]'

を特定のものを表す名詞句にしたものが [131'である。その際に冠詞は属格名詞
の前に置かれている。しかし [15]'[16]'は 、それぞれ不特定の概念を表す表現
であり、特定の概念を表すためには、名詞句全体の前に冠詞が置かれ、yn綸
″′″7 cdeこ y gadЯ lr`西

“

ゴ′″ (ga&山 くcadnlT:女性単数名詞は冠詞の後で
語頭子音が軟変異を起こす)と なる。[13]'[14]'の 場合のように、冠詞 yが
cla■lr caled,ieichlauの前に来ることはない。このことから、[151'[161'の よ
うな例においては、属格名詞と主要名詞が密接な統語的まとまりを形成 してい
ることが分かる。

融合型後置構造の特徴は、主要名詞が女性単数名詞の場合に、属格名詞の話
頭子音に軟変異が生 じることである (例 [16][17]の caふ二 trefは女性単数名
詞で、breichlauの 語頭子音が b>f([bl>[vl)に 、またIIundainの語頭子音
がn>l(‖ >[[1])に 変異)。 この原因は、この融合型属格名詞が形容詞的に機能
しているからと説明出来る (3.2参照)。 Mor五 s‐」Ones,J_(1931)は 、[16]の
ような例では、属格名詞が「名詞的特徴をまったく失い、単なる限定詞となりJ

「殆ど形容詞と全く同じように用いられる」と述べている` 。 しかし、[17]tref
i2●d壷 「ロンドン町」のような例になると、機能面からだけでは説明出来な
い (tref Z“こ心 の Z"d羞 が「地名」であるため、名詞的特徴を失ってい
るとは言い難い)。 ヶル ト諸語の変異が、語と語が密接な統語上のまとまりを成
す所に生 じる市という点を考えると、このタイプの属格構造では、主要名詞と属
格名詞がそのような統語的まとまりを成 していると見ることも出来るのである。
これに対して分離型後置構造の例 [141では、名詞句の中で属格名詞 d17n「 あ
る男 (の )」 と主要名詞 cadair「椅子」が意味上も統語上もある程度独立して
いるために、属格名詞の語頭子音は女性単数名詞の後でも変異を起こさないの
である。

以上、二種類の後置構造について述べた。この違いは、 3.1 と 3.2に
おいて扱 う二つの属格機能とほぼ対応 している。
3.カ ム ライ グ語 の属格機 能

属格の機能は、他の名詞への従属関係を標示することである。しかし属格構
造を用いる目的という視点から考えると、属格の一般的機能は、主要名詞の「限
定」 (力 :gole調腱 英 :諭巨bute)である。名詞が指す対象 となるモノには無
限大の可能性がある。属格名詞は、主要名詞が指し得る無限大数のモノの中か
ら、話者が話題 とするべきモノに限定する働きをする。例えば、眼前に複数の
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本があり、その中の一つに聞き手の注意を向けるためにその本の著者に言及 し、

例えば n,金 励 ク′ガ
“

「ジョン・デイヴィースの本 |と 言うことが出来る。

あるいは、数ある本の種類 (ハー ドカバー、ペーパーバック、吉本、等)を特

定するために、その本の表紙の種類に言及して n、金 α2″ σ』 θグのような表

現を用いることも出来る。また、無数にある町の中からある特定の町 (例えば
ロンドン)に限定する場合には、 tref Z“ d羞 「ロンドン (と いう)田r」 の

ような同格表現が用いられる。これら二つの例のどの場合にも、属格名詞は主

要名詞を限定していると言 うことが出来る。

上例の最初の二つについて、 当± ノ泌′″aガθsでは「どの本」であるかを

限定 している。それに対し塾童 ″′
"r“

巖ガ は「どんな(種類の)本」であるか

を限定している。これら二つは、限定という属格機能の中でも特殊機能として

特別に言及する必要がある。以下 3.]、 3.2にこれら二つの機能 (それぞ

れ 「決定詞的機能」「形容詞的機能」と呼ボ)について詳述する。

3.1 決 定詞的機能

後置属格の第一の機能は、冠詞のような決定詞と同じ働きで、主要名詞の指

示内容を特定化 (=決定する)こ とである。既に述べたように、一つの名詞は

無限大の指示対象を持つ。「決定詞的機能」を持つ属格名詞は、主要名詞が指し

得る無限大の指示対象の中から、話者 (文章語の場合は、「書き手」)が指示す

るモノを、それと何らかの関わりのある別のモノを経ることによって指 し示す

働きVを持つ。例えば、上掲の ■v‐fr励 ル 拓
“

では、主要名詞 ll鸞 力`指し

得る可能性のある本の中から、」ohn Daviesと いう人物と関わりを持つ (こ の

場合は所有者、著者、その本の主題、或いは本の題名)「本」として特定してい

る。属格名詞 cわ勤 ″′ガ
“

は、主要名詞 塾童 の指示内容を話者 (ま たは書

き手)力 意`図 しているものに固定する言わば錨のような働き (`a“trα亜al

allぬor'Rosenbach 2002226)を している。属格名詞の働きは、y u5農 「その

本」の冠詞 yと 同じである●。

決定詞的機能を持つ属格名詞は、冠詞と同様に決定詞の語類に属しているた

めに、主要名詞の後ろと前に、そのような属格名詞と冠詞が共起することはな

い。従つて 'yu、走 励 クかゴ
“

のような表現は文法的に正しくない。このこ

とは、属格名詞を含む名詞句自体が属格名詞となり、他の主要名詞に従属する

場合にも同じ規貝1が働き、冠詞は一番最後の属格名詞にしか付き得ない。

118]y n5漁 「その本」 +yい ag「その妻」 +y ttm 「その人」

→ 塾童
―

/4″ 「その人の妻の本」

(prra■gは yもmlこ対して主要名詞であるが、g5Taig y dp全体は
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n/1に対 して属格名詞である｀

決定詞的機能の属格名詞を伴 う主要名詞はそれによって特定化されているの

で、そのような属格名詞を含む名詞句は、不特定名詞が要求されるような統語

環境の中では用いられない。この場合には 2.(3)で触れた前置詞構造が用いら

力tる 01orns‐」ones,J.1931:20;TLomas 1996:327‐ 8)。

例えば、■、を yど″ に対して、「その男のとある本」のように、「その男」が

所有するある本の不特定性を明確に表す場合には、主要名詞 n鸞 の前に不定

形容詞 rh)研 (後続名詞の語頭子音に軟変異を起こす)が置かれ、更に属格構

造が後置構造から前置詞構造 (前置詞iが用いられる)に変わり、如 堕 ゴケ

め″ となる。

また、述部内で用いられるyn(「述部の y■」 枷 t■・aethladorと 呼ばれる。
Thomas 1996:409)の 後では、特定名詞 (句 )を用いることが出来ないため、

その場合でも前置詞構造が用いられる。

[19]Y mae'rlln yma p n,金 ゴヶ働吻_

(y(動詞前虚辞 :肯定文である事を標示)mae'r=mae「 ～である」

(繋辞)+`r(冠詞 )、 冠詞 十 un「ひとつ」 +脚は 「この」)

「(こ のひとつ)これはその男の本です。」

この文では yn以下は yr un脚は 「このひとつ=これ」について叙述する部

分であり、「これが (その男と所有関係にある)本 というカテゴリーに属する」

という内容を表している。[19]の yn以下は「(その男に所有される)本というカ

テゴリー」を表 し、特定の本を表 している訳ではない。この環境では、主要名

詞を文法的に特定化する後置構造を用いて所有関係を表すことが出来ず、前置

詞構造が必要になる。

また、主要名詞が冠詞を伴わなければならない場合にも、後置構造の属格名

詞は用ぃられず、前置詞構造が用いられる。例えば「その男の所有しているこ

の本」というように、「本」を所有者 「その男の」と指示詞 「この」の両方で特

定する場合には、所有者関係は前置詞構造で表され、指示詞が冠詞と共に主要

名詞の前後に置かれる。

[20]ynゃ金h_ゴヶ″η (hw咀 (指示詞)「 この」で、指示詞は名詞の後に置か

れ、名詞の前に冠詞が置かれる。)「その男のこの本」

3.2 形 容詞的機 能

形容詞的機能は、Moms‐」ones,J(193122)の 言葉を用いれば、属格名詞が

名詞的特徴を失い形容詞的に機能 していて、主要名詞が「どんなモノ」を指 し

ているのかを特定する働きをするVu。
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[21]saeF凛′
“

(saer「職人」maen「石」)「石工」

[22]ca山山登銀 a″ 「肘掛け椅子」 (例[16]参照)

Mo面 s‐JOnes,」 の説明にある、属格名詞が「名詞的特徴を失う」ことの意
味は、属格名詞が、主要名詞の指 しているモノとは独立ヒンた別のモノを表すと
いう機能をもはや持たず、主要名詞が指すモノを特徴付ける何らかのモノに言

及しているに過ぎないということである。[21]saer塑′a22の属格名詞″′の は
「石」という概念を表すが、それがどの石であるかどうかは問題ではない。属

格名詞は、主要名詞 saerが どんな類の (=何を扱う)職人であるかを指定する

だけである。また[22]cadttr ttd磁a“ でも、属格名詞 idぬa″ は単にある種
の格子を特徴付ける部分として「肘掛」(=breichiau)に言及しており、それ

が「どの肘掛」が付いたものであるかは問題ではない江。

形容詞的機能の属格名詞はモノを表すが、それがどのモノを指すかは全く問

題にならないことから、この機能での属格名詞の前に冠詞が付くことは決して

ない。この点で、n)壷 y dynlの ような決定詞的機能の場合と大きく異なる。こ

の機能での属格名詞を含む名詞句が特定名詞の場合には、名詞句全体の前に冠

詞が置かれる (121]'[22]')。 この冠詞の位置は、形容詞を伴う名詞の場合と同

様である ([23])。

[211'y saer塑′
“
 「その石工」

[22]'y gaddF長おha″ 「その肘掛け椅子」Caれ山>ca&山 (女性単数名
詞のため冠詞の後で語頭子音が軟変異)

[23]y gad山ピawT「その大きな椅子」lfawT>mawr「 大きい」:こ の形容

詞が修飾する名詞 ga&山 (>caaniT)が女性単数名詞のため、語頭子音

が軟変異)

また、このタイプの属格名詞はその働きが形容詞的であることから、主要名

詞が女性単数名詞の場合 (例 [221)、 属格名詞は形容詞と同じように、その語頭

子音が軟変異を起こす。

3.3 二つ の属格機 能 と構造の対応

以上述べた二つの属格機能は、 2.1で述べた二つの後置構造のタイプ、分

離型と融合型とほぼ対応 ヒ′ている。上述したように、決定詞的機能の属格名詞

は主要名詞の指示内容を固定するための錨のような役目を果たしており、主要

名詞とは独立した別のモノを指示している。従つて分離型構造を採る。それに

対し形容詞的機能の属格名詞は、それ自体独立してモノを指示するという名詞

的特徴を失い、主要名詞が指示する概念を特徴付けているに過ぎず、主要名詞

と融合して一つの名詞を構成 している。従つて融合型構造を採る。既に2.1
で述べたように、形容詞的機能の属格名詞の語頭子音が、主要名詞が女性単数

21

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(1):14-34



名詞の場合に軟変異を起こすのは、二つの名詞の統語的融合 ということが深く

関わつている。また、saer maonの ような表現を特定名詞にする場合に冠詞が

全体の前に置かれる O saer maeDの も、saer maenが 一つの名詞としてま
とまりを持っており、その間に冠詞を挿入することが出来ないからである。

属格構造と機能の対応を y ntt n,色 ll■ dp,助造 ydp,saer maen,y
saer maenと いう用例を用いて図式化すると次のようになる。

[241[[yl決 卸 側 メ 劉 名詞]L罰 句
「 そ の 本 」

[25][〔0取鰤 [uン壷]名詞L詞句 「(不特定の)本」

[26][[塾童 ]名 詞[d力]決輌 ]名 詞句 「(不特定の)男の本 J

[27]砲 httLtt ly‐ め』 決節 L詞旬
「そ の男 の本 」

[28][〔 0]決鰤 lsaer″ a剃 名詞]名 詞句
「 (不特 定 の )石 工 」

[29][[_vl瑯 揃 [saer辺 ″ 』 名詞]名 詞句  「そ の 石 工 」

カムライグ語の名詞句構造を、最低限、決定詞と名詞から成るものと仮定す

る(1241)。 カムライグ語では不定冠詞がないので、無冠詞の名詞の場合には不定

を表す 0(ゼロ)冠詞があるものとする([25])。 [24][25]の 場合には決定詞の位

置は名詞の前である。[26][27]は 決定詞的機能の属格名詞を含む名詞句の場合

であるが、この場合には後置の属格名詞が決定詞の働きをするので、決定詞の

位置は名詞の後ろである。[28][29]は 形容詞的機能の属格名詞を含む名詞句で

ある。この場合には属格名詞は主要名詞と融合して一つの名詞を構成し、決定

詞の位置は、[241[25]の場合と同様に名詞 (主要名詞十属格名詞のまとまり)

の前である。

1241～ [29]の分析は、現代文章カムライグ語において (決定詞的機能の)属
格名詞と冠詞が共起せず「相補分布」の関係にあることから、名詞句内には決

定詞の位置は一つしかなく、[24][25][28][291の 場合には名詞の前に、[26]

[2」 の場合には名詞の後にある、と考えた。しかし名詞句内の決定詞の位置が

一つしかないという前提が正しいのかどうかは、まだ議論の余地が大いにある。

また、現代文章カムライグ語文法では正しくないとされる 'yn、壷 /″"の
よ

うな表現が、地域的変種や異なった言語使用域のカムライグ語、さらには、中

期カムライグ語などの過去のカムライグ語になかつたのかどうかについても、

さらに詳しく確認する余地がある。カムライグ語の名詞句構造については共時

的、通時的立場から研究が必要である。ユ

3.4 「決定詞 的」「形 容詞 的」機能以外 の機能 :限定機能X

以上、限定機能の中の特殊機能として、決定詞的機能と形容詞的機能の二つ

に言及し、それぞれに対応する構造について述べた。本稿の 3.の 冒頭にある

ように、属格の一般的機能は限定機能である。属格の例の中には、決定詞的機
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能と持っていると思われるもの、形容詞的機能を持っていると思われるものが

あるのだが、その他に、どちらの機能を果たしているとも言えず、単にlll定機

能を果たしているとすべきものもある。例えば大学の 「カムライグ語学科」は

Aとan yの物″ィ (adr狐 「学科」GFばaegく Crttaeg「カムライグ語」 (女

性名詞のため、冠詞 yの後で語頭子音が軟変異)の ように分離型後置構造を用

いることもあれば、また αr)Adran ttrac (adranは 女性単数名詞なの

で、融合型の属格名詞 Cymraegの語頭子音は軟変異を起こす)の ように融合

型後置構造を取ることもある。属格名詞は前者では冠詞付き、後者では冠詞な

しであるが、カムライグ語では言語名は冠詞が付くことも付かないこともあり
濾、それによつて意味に差異があるのかも不明である。Adrall yの物″ば のよ

うな表現は、「どの学科」・「どんな学科Jのいずれの問いに対する答えにも成り

得る表現であり述、機能的に「決定詞的」「形容詞的」に分類することは出来な

い。このような例は、単に限定機能を持つものと考えるべきであろう。

3.3で 機能と構造の対応に言及 したが、分離型構造のものが常に決定詞

的機能、融合型構造のものが常に形容詞的機能を持つということはない。 2.

1で見たように、trefゑ"d羞 のような同格表現では、属格名詞は固有名詞と

して名詞的特徴をしっかり保つているために、形容詞的に機能しているとは言

い難いが、構造的には融合型で、属格名詞の語頭子音は軟変異を起こしている。

このような例は、属格名詞の語頭子音が軟変異する原因が、必ずしも属格名詞

が形容詞的だからということではなく、主要名詞と属格名詞が結合して地名と

いう一つのまとまりを形成 していることが大きく関わつていることを示してい

る適。

また、決定詞的機能の属格名詞は、冠詞など他の決定詞と共起することは出

来ないことは既に述べたが、主要名詞が冠詞を伴わなければならない場合には、

例 [20]の ように前置詞構造を取るだけでなく、融合型の構造を採ることがあ

る。

[301 i frenin/″ ″曖″
`ddOd i me37n(i(前

置詞)「～へ」 freninn<brellun

「王」gogo面allt「栄光」ddod>dod「 来る」i mewn「 中へ」)「栄光の王

が入つてくる」 (詩篇 24:7)
131]Pwy F'r brenin 3ogO理222′ h"P (p、w (疑問詞)「誰 ?」 hs■l(指示

詞)「 この」)「 この栄光の王は誰か ?」 (詩篇 24:8)●V

[30][31〕には「栄光の王」という表現が含まれている。[30]では分離型の属

格構造が使われている (lfrenin]lJ/´″五
"』

)。 [31]で は主要名詞 breninが

指示代名詞 hmに よって限定されているために、その前に冠詞 'Iが置かれて

いる。冠詞を伴つた主要名詞 y brenin hwll「 この王」に対し分離型・決定詞
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的機能の属格名詞が用いられることはなく、融合型の属格構造が用いられてい

る (y〔bre⊇里 gogo通an』 hw■)が、この属格名詞 多口塑ね産 が形容詞的機能

を持っているとは考えられない。これらの例では、分離型後置構造の場合には

主要名詞が決定されるために冠詞と共起出来ないという構造的な理由から、融

合型後置構造が使われていると考えた方がよい。ただし、このような用例は、
「カムライグ語」を表す表現 (C「暉aeg,YGン殖raeg)の場合と同様、冠詞付

き名詞句 y gogodantと 無冠詞の gogonlaFltの 意味上・機能上の違いも関係し

ており、カムライグ語の冠詞の用法も考慮に入れながら研究する必要がある。

以上の例から、属格名詞の果たす一般的機能は限定機能であり、その中には

特殊機能として決定詞的機能、形容詞的機能を持つものもある、と言うことが

出来る。属格の用例の中には、明らかに決定詞的なもの、明らかに形容詞的な

ものがあるが、その中間には、どちらの機能とも言えず、単に「限定機能」を

持つと言うべきものがある。構造と機能の対応について、明らかに決定詞的機

能の属格は分離型構造、明らかに形容詞的機能のものは融合型構造を採る傾向

があるが、単に限定機能を持つとすべき属格については、そのような構造と機

能の対応はあまり見られない。

4.カ ム ライ グ語 の属機 関係

属格名詞と主要名詞の間の意味関係について、カムライグ語では、・印欧祖語

の属格が持つ二つの名詞間に起こり得る、ありとあらゆる意味関係を表すとい

う機能が比較的よく残されている、との発言もあるⅣ。以下に見るように、確

かに、カムライグ語属格構造は極めて多様な意味関係を表すことが出来るが、

3.で述べた属格構造の本来の目的、つまり主要名詞が指すモノを限定すると

いう目的によつて、自ずと主要名詞に対する属格名詞の種類は限られる。例え

ば、lln/″ηのように「所有者」によって「被所有物」を限定することはあ

つても、ヤ
山里y″   (「その本を持った男」という意味で)「その本の男」の

ように、「被所有物」によって「所有者」を限定することは極めて稀であるス宙。

本というものは一般的な被所有物であって、誰でも持っている物であり、その

所有者を限定する力が比較弱いためである。それに対 して bardd y″動産

(bardd「詩人」 y gada山 「(アイステズヴォドでの詩のコンテス トで優勝者

に与えられる)格子」)「 (アイステズヴォ ドの)椅子の詩人」のような表現では、

属格関係は オdynl y n)金 の場合と同様、被所有物と所有者の関係であるが、こ

の椅子が特別な人物にしか与えられないので、y gadЯlTが属格名詞として限定

機能を果たすことが出来るのである。以上の理由から、カムライグ語の属格構

造に見られる二つの名詞間の意味関係は、Mo―‐」ones,Jが示唆しているよ
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うな無制限なものではなく、属格の限定機能という特徴によって制限されてい

る。

属格全体を分離型後置構造を取るものと融合型後置構造を取るものとに分け
て、カムライグ語属格構造に見られる属格関係を以下に纏める。

4.1分 離型後置構造 に見 られ る属格関係

分離型後置構造を取る属格名詞と主要名詞の関係は、大きく分けて「所有関

係」「対象関係」「特徴関係」の二つに分類出来る。

仏)所有関係 :典型的な例は、主要名詞+属格名詞の関係が「被所有物」(無生

物)+「所有者」(人物)の ものであるが、ここに含まれる例では、主要名詞
の表す概念に対し、属格名詞はより「大きい」概念、例えば (被所有物に対

する)所有者、(部分に対する)全体、(何 らかの対象に対する)基準、起源、

(動作に対するその)主体を表す。主要名詞+属格名詞の関係には、(1)「被

所有物+所有者」の他、(2)「部分+全体J、 (3)「人十人」 (主要名詞は、属

格名詞の表す人物を基準として限定される人物を表す)、 (の 「作品+作成者 J、

(5)「人・物十起源・出身地」、そして(6)「動作+主体 (主語)」 などがある。

(1)被所有物+所有者

[32]n,金 y″η 「その男の本」

[381 ewroldeb D翁違  (prroldeb「勇気」)「 ダヴィーズの勇気」

[341 cariad y力塑 (∽直ad「愛」fam>mam 「母」)

「母の (=が持つ、が与える)愛」

((6)「 動作+主体」の関係とも関わつている)

(2)部分+全体

[35]ふ疑 /″″ (出職 「水」 m6r「海」)「海の水」

[36]めnauケ J″泌 (gddauく gmr「語 (複数)」 idth「言語」)

「その言語の単語」

[37]brdch y′″ (brdch「腕」) 「その男の腕」

(3)人 +人

[38]brawd yめ″ 「その男の兄 (弟 )」

[391 br∞五 yノ′′ (br∝五 「王」 uadく Ⅳ lad「 (被統治者の集団と

して)国」)「その国の王」

(0作品+作成者

[40]nofelau Lレ″ Πら%]お   (nOfelauく nofel 「/J、説」(複数)

「イスルイン・フォウク・エリスの小説」

[41]S,lYnau z勿%ぶ′(Snlm auく snlm「詩篇」)「ダヴィーズの (書いた)

詩篇」即ち、「ダビデの詩篇」
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即ち、「ダビデの詩篇」

(5)人 ・物十その起源・出身地

[421-ケ ddaθ″  (rrwガ hauく fbtth  「実り」 ddaerarく
dae密  「大地」)「大地の実り」

[43]鰤ほ /g刀
"′

("h 「音」 伊野競  「風」)「風の音」

[44]D韻にd/3密eg″場  (garregく carrreg 「岩」(女性名詞)wen
く即 en 「白い」 (形容詞女性形))

「白岩のダヴィーズ」(18世紀のハープ奏者の異名)

(6)動作+主体(主語)

[45]dinistr,″  (■inistr「破壊」 Duw「神」)「神による破壊」

〔46]dlrfoこad yね  (dyfOdlad「到着」)「その男の到着」

〔47]saws y″rdg(sgrws「会話」 Ⅵ 」gく gttalg)「 その妻の会話」

[48]製山yあα″錮 (gair「言葉J doethon「賢者達 J)

「賢者達の (言つた)言葉」

[49]攀山
'′

〃 ①uw 「神」)「神の (語つた)言葉」

(3)対象関係 :主要名詞は動作、或いは動作の結果作られ′たものを表し、属

格名詞はその動作の対象を表す。

(1)動作十対象

[50]Яinistr助あ″′αttο″ 「ソドムとゴモラの破壊」

[51]Qh′えばルメガ (Oh 「畏れ」 F Arglwydd「主J)「主への畏れ」

[52]伍s籠過ad y′″泌 (dls『五ad「記述」 盤疵h「事実」)

「その事実の記述」

(2)作品+対象

[53]■lin/ね  (uun「写真」)「その男の (=を撮った)写真 J

[541 stori'r費浚塑墨 (sto五 「物語」 brenin「 王」)

「その王 (について)の物語」

[55]damtt yDegattθ泌 (danleg「例え話J deg「 lo」 Geneth「 乙

女」) 「lo人の乙女ら (についての)の例え話」X前

(C)特徴関係 :これは (Dの場合とは対照的に主要名詞の方が属格名詞
より「大きな」概念を表す。属格名詞は主要名詞の指示内容に含まれ、それを

特徴付ける要素を表す。典型的な例では、(1)属格名詞は形容詞から派生した抽

象名詞が用いられるのであるが、その他、属格名詞が、(2)(主要名詞のあらわ

す人物の)獲得物を表 したり、(3)(主要名詞の表す「時J、
「場所」等を特徴付

ける)部分的要素を表すものもある。

(1)属格名詞=抽象名詞
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[561n聖延建ucメa″
"′

″ (uttrau「 道J(複数)ctta、マnder「正

義」)「義の道」(S,lm 238p饉)(中lcメatVn(形容詞)「正しい」)

(2)属格名詞=獲得物

[57]bardd/″こ壺  「(アイステッズヴォドで最優秀詩人に与えられる)

椅子を与えられた詩人」

[58]brenin y]o3撻 222′ 「栄光の王」

(3)属格名詞=主要名詞の表すモノ (時間、場所等)を特徴付ける要素

[591 dvddyb`幽 (ゥdd「 日」 banl「審判」)「審判の日」

[60]maes y″ ご (maes「場所」 gadく cad「戦いJ)「戦場」

[61]Adrall y物り 「カムライグ語学科」

特徴関係のカテゴリーは、4.2の中で述べる「形容詞的機能のもの」 と重

なるところが多い。次の例では、属格名詞は名詞句として独立しており分離型

構造のものと分析すべきであるが、属格名詞の機能が形容詞的であるためか、

語頭子音が軟変異を起こしている。

[62]ch宙 bobl a′′
“
F翻″ G宙 (人称代名詞 2人称複数)bobl>pobl

i人々」 (前の人称代名詞との同格関係のために、語頭子音が軟音化)

ddau>dau「二つの」 fettwl>meddwl「 心」(数詞 (めdauは後続

する語の語頭子音に軟変異を起こす) 「あなた達、二つ心の人々よ」)

(ヤ コブ 4:8)五 X

4.2 融合型後置構造 に見 られ る属格 関係

融合型後置構造は、「形容詞的機能のもの」、「同格関係」、「分量関係」の二つ

に分類出来る。

(A)形容詞的機能 :融合型後置構造における属格名詞は、主要名詞に対し形容

詞的に機能するものが多い。特に、主要名詞の指すモノを種別化出来る名詞で

あれば、どのようなものでも形容詞的属格名詞として機能することが出来る。

以下に示すように、属格名詞の表すモノには、(1)部分、(2)道具、(3)目 的、④

時間、(5)場所、お)材料等がある。

(1)部分 :属格名詞は、主要名詞の指すモノを特徴付ける部分を表す。

163]cada■rふ馘ヵ盪2 「肘掛椅|「」

[641 gttdd aOda″ (gardd「庭、畑」(女性名詞)■odauく b10dau「花」

(複数))「花園」

[65]car pa遣′

“

庖 (car「車」 peda山 「4」 olv口  「車輪」)

「四輪車」

0)道具 :属格名詞は、主要名詞の表すモノに関わる道具を表す。

[66]mぬ 匂曜′ (moLn「猥臼」(女性名詞)理卿tく 即り武 「風」)

″
′

０
４

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(1):14-34



「(粉を引くための)風車」

[67]cerddグ″′ (cerdd「音楽J(女性名詞)dantく tant「弦」)

「弦音楽」

(3)目 的 :属格名詞は、主要名詞の表すモノが使われる目的を表す。

[68]nI聖 ん獲ガ Qwy「 匙」 (女性名詞)Arrddく bvrrdd「卓」)

「テーブル・スプーン」

〔691 mdLコ′フだ (■awdく blawd「小麦粉」)「小麦粉を作るための援臼」

ω 時間 :属格名詞は、主要名詞の表すモノが活動している、または見られる

時間を表す。

[70]vsrd″の (ysgol「 学校」 nOs「夜」)「夜間学校J

[71]seren&鞣″ (Seren「星」(女性名詞)ddy・dd>dydd「 日」)

「明けの明星」「太陽」

(5)場所 :属格名詞は、主要名詞の表すモノが活動している、または見られる

場所を表す。

[72]sermゴ分  (seren「 星」 お■くIrn6r「海」)「海の星」=「ひとで」

[73]tttchあα密 (twrch「猪」 daear「大地」)「 もぐら」

G)材料 :属格名詞は、主要名詞の表すモノの材料を表す。

1741 cadair働レ″ (dderwく dew 「樫の本」)「樫の椅子J 、

[75]het dt(het「帽子」 (女性名詞)wentく ぃ確nt「藁」)

「麦藁帽子」

(B)同格関係 :主要名詞が普通名詞で、属格名詞はその具体的な例を表す。

[76]tre勧あ壷 「ロンドン町」

[77]Afon,…     (afon「メ||」 )「ダブル ドゥイ川J

(C)分量関係 :属格名詞は ふ職 「水」、 glo「石炭」などの物質名詞や、blodau

(く blodyn「花」)な どの複数名詞で、主要名詞はそれらの物質の分量を

測るための単位を表す。この関係はいわゆる「部分属格J(力 Th,・ 1lol 英
pa氏亜ve)と 呼ばれる関係である。分離型後置構造 (A)(2)「 部分+全
体」関係の例 (特に [35]ふ疑y辺″ 「海の水」)と 意味が非常に近いが、

同じ部分十全体の関係でも、属格名詞が物質名詞(非可算名詞)ま たは複数

名詞の場合には、融合型後置構造を採るЖ。ただし、融合型構造を採るの

は、名詞句全体が冠詞などで特定されている場合のみ (例 [78][79])で 、

名詞句全体が不特定の場合には、前置詞構造を用いる (例 [80][81]:

Moms―JOnes,」.1931:163 GD)。

[78]y dunnenあ  (dll.nellく 加コ∝l「 トン」 10く gl。 「石炭」)
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「その石炭 1ト ン」

[791 y pwvs♂′略
'(pwys「

ポンド(重 さの単位)」 gaws>caws「チー

ズJ) 「そのチーズ 1ポンド」

[80]tllnnd οん (o(前置詞)lo>」。 (前置詞 oの後で軟変異))

「石炭 1ト ン」

[81]理n"αψ産 (力 υ  (url「 1」 ohonpt(前置詞 oの二人称単数

形)) 「彼らの 1人、それらの一つ」

4.3 属格 関係 の多様 性 とカムライ グ語史

4.1、 4.2に示したように、カムライグ語の属格構造内の主要名詞と属

格名詞の意味関係は多種多様である。4.の冒頭の注で、Mortts・」onesの 「カ

ムライグ語属格は、他の印欧諸語と比べ、印欧祖語の「本来の属格機能」をよ

く残 している」という説明を引用した。カムライグ語が古い属格機能を保存じ

ている背景には、主要名詞+属格名詞という後置構造が、カムライグ語史が始

まって以来ほとんど変化 していないということがあると考えられる。

カムライグ語の歴史は、ブリティッシュ語X対にあったとされる名詞の様々な

語形変化語尾が、末尾第二音節に強勢が置かれるという特徴のために脱落 し、

語形変化語尾が担っていた様々な統語的機能が、前置詞や語順によつて担われ

るようになった時から始まるとされる亜。ブリティッシュ語の、まだ格変化を

残した状態の時には主要名詞と属格名詞の語順は 〔主〕+〔属〕でも 〔属〕+
〔主〕でもどちらでも名詞句全体の意味解釈に問題はなかったのだが、格変化

語尾が脱落した時に、その言語は 〔主〕+〔属〕か 〔属〕+〔主〕のいずれか

を選択しなければならず、カムライグ語の場合には前者 〔主〕+〔属〕となつ

た (但 し、〔属〕+〔主〕の語順がブリティッシュ語からカムライグ語への移行

期に完全に無くなったわけではなく、その例がいくつか 6世紀の詩に残されて

いる― )。 従って、カムライグ語では、その歴史が始まる6世紀中頃から、主

要な属格構造は後置構造だつたわけである。Moコ直s―」Ones(1931)は 、「本来の

属格機能」として、名詞と名詞の間に起こり得る、ありとあらゆる関係を表す

ことと述べている (こ の説明の問題点は4.の冒頭で指摘)が、そのような機

能が、カムライグ語では比較的早い時代における語順の固定によつて、現代カ

ムライグ語に至るまで保たれていると考えられる。

5.結 論

以上、現代文章カムライグ語における属格名詞を伴 う表現を、構造、機能、

関係の面から記述した。主要な属格構造である後置構造を中心に扱い、この下

位区分として分離型及び融合型後置構造に分類した。属格の一般的機能は主要

名詞の限定であるが、その中には特殊機能として「決定詞的機能」や「形容詞
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的機能Jを持つものもあり、それらの機能を果たす属格は、それぞれ分離型、

融合型の構造を採る傾向がある。属格関係については、カムライグ語では主要

名詞と属格名詞の間には極めて多種多様な関係があり得ることを示したが、そ

れは属格の限定機能という特徴によって制限されていることにも言及した。ま
た属格関係の多様性は、カムライグ語史を通 じて 「主要名詞十属格名詞」とい

う後置構造に変化がなかったという事実と関連している点を指摘 した。

本論の中で、現代カムライグ語属格の様相が、緩音現象、冠詞の用法、名詞

句構造、まだカムライグ語史など、カムライグ語の他の文法分野と深く関わつ

ていることも指摘 した。今後、これら他の分野とも関連させた属格研究が期待

さオtる 。

i Rowlnn墨 (1977/78)は このような立場から `genidol'と いう用語を使用 して
いる : “Rb aid cO■ 0,vrrth秤■s,mtt ittth,nalメig yw'■ G「回aeg i gryn
raddau,ac p sicrfeny cyn bened ag y mae cメ yrau enwau y■ y cwestl■ 7ni l■ l

hrfdrdr enw iヵ ne誤 Ⅳ ahan01 gttyrrau fely maeidi sptheigおl lladh
p ei m■ eud.Gelhr dal wrth g"Ts mal」 leal felly s6n am y"rudol yn
Gpraeg;ond pan fo reddfieithyddOl p pe五 i daradw,T dem10fOd un enw
p正 bン喰nu ar enw aranげ dOsodeag ac nad mater o DfosOd ydpち yna y
IIlae'r term genidol yn ddettyd■01,ac y maσn debyg o fod「l Ⅳ v■r hefyd,■

「

y中 おdyg由 品 口 nd weこ bOd穏
翻ゞ 遺 磐 殿 甦 ℃曽tち が、c,金od BrythOnlg_'Rov71ands(1977/78:

カムライグ語は極めて分析的な言語であり、名詞の格に関して特にそうである。
ラテン語のような総合的言語とは異なり、名詞は様々な格変化を表すために屈
折変化をしないのである。従つて、カムライグ語における属格を話題にするの
は非現実的であると言うことも出来る。 しかし話者が言語的直感で、ある名詞
が、それと並Fllし ている他の名詞に従属しているという感覚を持ち、それが同
格関係でないのであれば、属格というこの用語は有効である。また従属してい
る名詞が、ブラソニック語時代には属格の格変化をしていたという意味でも、
(こ の用語を用いることは)正 しいと言えるのではないか。」これとは反対の立

場については■hmas(1996:322[b])を参照。
五カムリ中部地方 (Cnnolbarth)では hedぬマrわοttθ 「今日の朝」 heddlwケ
′ヮヮカ″" 

「今日の午後」 fo璽ケル銘θ「明日の朝」のような表現があり、こ
こでは属格名詞 hedttw「今日」、 fory 「明日」が、主要名詞 'r bOre 「そ
の朝」'r prynh卸唖 「その午後」の前に現れる。しかし、文章カムライグ語で
は後置構造であり、それぞれ bore hen■ μ口血awlll hettL bOre fowと なる
(Ci BBC 27面ュIona¬T2007)。
■ 7in01ln in the gendive case lnay lose its nominal character en慟 壼ely,nd
become a nlere anibute._.These att五 but■ve gen■ tlves are used Яlmost
exactけ Ыェe adJ∝tives'Mo=け JOnes,」_(193122)
市 `Not Only are the actual phOnO10」 cal mattestadOns Ofthe Celic
mut五ons highly comparable...,but thα e is a striking cOinddmce of
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grnnlltnadcal tttggeぉ fOr the vattous lnutaions AccOrdmg to the sね ndard
account,all these dettve IIom instnnces v・ here dOse s,電tacic ttrtlts gave五 se
to phOnolo」 Cal sandhi whcL later becnme gralnmaicnl17ed as ettonents Of
that s,電 ta『n"Ball&FFe(1992:10)
Vこ の説明については I′angaよ erに よる英語の所有格構造分析Rttrence
Pomt Analysis'「参照点分析」色angaょ er(1991:170))を 参照のこと。
宙u、金 動 ,2ガ

“
という表現が特定の本を表すという議論は、その表現が使

用される状況において考えなければならない。」Ohn Da宙esは もちろん―冊以
上の本を持っているであろうから、厳密に言えば「ジョン ,デイビスの所有す
る本」という表現によって一冊の本が特定される訳ではない。 しかし、話し手
と聞き手の日の前に一冊の本があり、それが第二者の本であることが分かって
いる時に `電油 pwy郷 hm.7'「 これは誰の本ですか ?」 と一方が聞いて他方
が ■々金」ohn Da宙 esyw hゃ鴨 "「 これはジョン・デイビスの本です」と答えた
とする。この表現においては、ジョン・デイビスが持つているであろう他の本
は全く問題にならず、その場面では一つの特定の本を指 している。
協 Mo壼s‐」Ones,J.(193122,§ 146):引用文は注 3を参照。
価 もし「この肘掛のついた椅子」ということを表すためには、属格構造を用い
ずに前置詞構造を用いてca&山 aケ盤etta″ ヵ堕 (h興 (指示詞)複数形)の よ
うに言わなければならない。
決Mol五 s‐」Ones,B(1993:189)|ま 、ma'r car phsmon ytt dOd yn d henO(car
「車」phsmOn「警官」dod yn d「戻る」hen。 「今夜」)「その警官の車は今夜
戻つてくる」の中の i car yp睦瘤の のように、主要名詞は冠詞と属格名詞を前
後に伴つた例をカムライグ語話者が話しているのを聞いたことがあると述べて
いる。また Evans(1960:1の も、中期カムライグ語で、nlettiOn/brenln y
ぬodeJe通t(mettion「息子達」とo偽品ht「苦しみ」)「苦しみの王の息子達J

のような例があることを報告している。このことから、PIO五s‐」Ones,3.は、
上掲の ■car y phsmonの ような例は言い間違えには違いないが、意味論的に主
要名詞が特定のものを表すから生 じたものではないか、と示唆している。即ち、
■tお nOt unreasonableじ o thlnk that the inltial ardde has been produced
because the independent nll・ is detnite.It can stal be seen as a perfOrm,nce

:品 鶴 ;le価
ぬ ぉmOdvtted by∞mmi偽 ∝ぼ 恥 五針」Ontt B.

X本セクションは、大阪言語研究会 (2007年 3月 26日 於 アウィーナ大阪)

で本論の内容を発表 した時に多くの先生方からご意見を頂きました。特に米国
富彦先生 (同志社大学)、 下郡健志先生 (名 古屋大学大学院助手)、 神山孝夫先
生 (大阪外国語大学)から、属格名詞に関する貴重なご提案を賜り、参考にさ
せていただき、3.4と して追加 した。ここに上記二人の先生方に深く感謝い
たします。

i8:碑撃 築 掌斃 λ需 鑑 獣 蒙 留 :11∝
dご Q°m¨ Ю簿

嵐 例えば、(1)Pa adran a aぬosodd y problem?「 何学科 (どの学科)がその間
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題を起 こしたのですか ?」 に対 しても、(2)Pa adranンT hon?「 これは何学科
(どんな学科)ですか ?」 に対 しても、_4d■・an y Gy知 raegは答えになる。但 し

融合型が用いられる場合には、(1)に対 しては Yr Adran Gymraeg(特 定 )、 (2)

に対 しては Adran Grnraeg(不特定)が用いられる。
鋤 属格名詞の語頭子音軟変異を伴 う同格表現は現代文章カムライグ語では廃
れつつあるとの指摘がある。口hmas(1996)によれば、 1974年以前の行政区
画では Stt Be遺。,並 ″あ 、こ (艶 「り11」 は女性単数名詞)のように属格名
詞が軟変異を起こした州名が使われていたが、それ以降の行政区画では Si
POwys,Sむ Dパ記 のように軟変異のない州名が使われている。また河川名は現
在はAfon D〆r墨、Afon COn¬γ CAfon「り||」 |ま女性単数名詞)の ように属格名
詞に軟変異のない形が使われているが、方言形・擬古形として _4fon Dもをい嘔
Afon Gonwyが 残つている lThollnas 1996:3220ヾ o輸 [c〕 ))。 この理由は、属
格名詞の話頭子音が軟変異を起こすのは、それが形容詞的機能の場合のみ、と
いう考え方があり、同格表現の場合には、明らかに属格名詞の機能は形容詞的
ではないからであろうか。
瑾V[30][311の例は「カムライグ語聖書」からの引用。
XV `In pnnlltive Aryan,`the gen■ ive cOuid be employed for the expression of
any『ven relatiOn between"70 substant市es'.In Welsh,thOugh many
rdatlons must be e,9ressed by prepoddons,the o五」血al Wide use ofthe
ge五ive is less rest五 cted than i most mOdem languages"010r五 s‐」Ones,J.
1931:159 ただし、本引用内の引用部分は、Herman Paul『言語史原理』か
らのものである :「・・インド・ゲルマン語については、まだ古代ギリシャ語に行
われているように、二つの名詞の間のあらゆる任意の関係を表すのに用いられ
ていたと主張することが出来る」Paul(1993274,§ 104)。
M「その本を持った男」という意味で、ある人物をその所有物によって限定す
る場合には、前置詞句や関係節を用いる (y dyn a challddO'r n5趣 (a(接続詞)

chanddOく gan(前置詞)「 (彼)と 共に」;yd_v・ na'rn)壷  (a(前置詞)「～を
持った」)。 y dyn a blau'ru》壷 (a(関係詞)biau>piau(動詞)「～を持つ」)。

れ 「カムライグ語聖書」マタイ 25章の題日。
瑠u「カムライグ語聖書」。
漱 「カムライグ語聖書」。
XX Moris‐」ones,Jは、カムライグ語では「部分属格」関係は、材料の関係 (融
合型④ (6))の 一種として表現していると説明している。Mo面s‐」Ones,J
(1931:163, §1220)

X菫 」ackson(1953/1994:4‐ 5)に従い、大陸ケル ト語がブリテン島に入つてきた
当初の言語をブリトニック語 0五ttOm、 その後 6世紀までの言語 (格変化語
尾の脱落以前)をブリティッシュ方言 (B五ttish)、 6世紀中頃からカムライグ
語の歴史の最初の時代までの言語を初期カムライグ語 0姉 ve Cヌ眠aeg)
とする。
態ュBall(2002:182‐ 183)は、」acksOll(1953)に よるカムライグ語発達の要約
を次のようにしている。1_.the parent lanttage,Late B五 ish(an innected
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1,n gttage),had been strongけ strOssed on the penultヽ 1■ en tll■s hea、γ
penult直nate stress lcd to the loss ofilF■ fleCt■ Onal silfF■ xes,S、lsh v′ as born as a
dlsunctlanttage ThIS new lmguage had stress On the Gewl,Lalsガa101e,

An d had ttxed rather than ttee、 ′Ord orde■ rely●llg on prepositions and word

o■ der tO perfom the fuxlctlons ofthe lost ttect10ns_The loss ofttnal

S』ables wぉ completed by the middle ofthe s量 centuv'
XXm ` as the tl・ ansitlon of a lallttage iom the ulflecional to the pOsitlonal

stage is an inportЯ nt One,十五ch coula not help re」 stemlg itseFIn its
hterature,let us turn our attendOn fo■ a mOmenttoths pOht For our
purpOse the d出

“

erence between axlinflecional,nd a pOsidOnal construcdon
a』 mits of easy inustTaion,In La●n there is no mater■al diFerence m
meanhg betw・ een“θx′?Ozコ′θ alnd」7οz口′θ2てりt thatis,r weput N fOr
non■lnauve,and G for ge五 ive,N.G andGN,are adrnissible h that
lnnguage,3・ h■le m Ⅵrelsh we have to be contended with N G o」

しand S町
わ
“
叡
"b強

」Rら 2厖五b,as滋
“
髪菱hZなθ燿肋 would not cOnvey the same xneaning

Probably howeverl when S、 lsh had case‐ en品 gs,it cOuld have recourse to
both N.G.and G N;but when the foコ mer were dlscarded one ofthe latter
had to be glven up―・thatturned outto be N G Butthe sequence ofN G
cottd not have beaten up the other Orthe ieldin a daヌ and、ve have to
ascertam■ f axly sunivtt of G N Occur ln the Welsh literature whlch has

come do“m to our tme Aperusal ofthe pooms attributed tO the early bards

wo■lld con宙nce you that such do occur:I wtt Only quOte Cn modern

OrthOFaphy)a few atrandom from Skene's乃″ん ご
“

′βοtts〆 ″冨θs■―
σθ′θこe■″οdde4“the naiOn's refuge"伍 pl);力″″ 力θiydd′務 どこ`Ъ old as
the sun L hscOursび '価.p20);c22″θ″″励 ,“the cOnalct of cyttmerau"
伍 p.20;分nd“Gorchan Crreサncガθあり nメaこ"“Gordl,■ Cyゴelyn,tO m」ζe
the re」on weep"伍 p93)_Rbys(1877/2002:159‐ 160)

参考文献

Ball,M_J.&F」e,J(eふ )(1992)乃θaぼ百θz黎 .%,London:Routledge
Bau, M.」.(2001).〃養曇 乃 ωθ石

“
Cwelsh stuこ es VO11・me lつ

,

Le宙ston‐ QueenstOn‐ Lヵmpeter:The Ed、色Q ⅣIenen Press.

BBC Cコmru(Canolbarth)

http:〃WWπbbc_cO uυc5muuた
^・

olbarth/bywd bro/pages/gttrfa.shtnll

Evans,D.S_(1960).0■ a"′ に s(ル 物

`′
てτ C鑢 ″  (all argr」 五 adl.CaeFだ し dd:

Gwasg Pi卜sgol Cymru

」aよson,KH.(1953/1990Z″ ♂24♂,z口ご″25`οy222 E″βガ
`aあ

.И

盪 懃 2滅夢 σ″ s"7〆 泌θB五悦。載 Z"″ 4´sFヵ ゴ́ α4,,
DubLn:FOur Courts Press

LAngackeL R(1991)_」ゐ″"ぬ扇鉤s〆aq♂壺がフηα

“
曖コリιtt T征 //

Zしま瑯

"ぼ

確/レPLa′dの,stanfOrd:Stanford Un■ versity Press

33

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(1):14-34



n.1orris、吃Jc】nes, J. (1931）.”もdsh Syntax: An E厄血ished Draft, Cardiff: The 

University of \Vales Press Boar・d.

J\.forris Jones, B. (1993). 'The de五nite 紅ticle and specific reference', Studia 

Celb.'ca 2612T 175 ・201.

Rhys, J·. (1877/2002). Lectures on 恥iJsh Philology (The Development of 

Celtic Linguis訂正：s, 1850・1900. vol. 4, ed. Davies, Daniel Rよ

London: Routledge. 

Rowlands, E.(1977178）. ‘Y Genidol Diffiniol yn Gymraeg', Stu di.a Celtica 

12113:291 ・ 320.

Rosenbach, A. (2002). GenitI陀ぬriation in Engli泊二 Cone句ptual Factors in 

S戸chronic and Diachronic Studies, Berlin: Mouton de Gruyter. 

Thomas, P. W. (1996). Gr.丘madeg y Gy盟raeg, Caerdydd: Gwasg Prifysgol 

Cymru. 

Paul, H. (1993). 『言語史原理』，（訳：福本喜之助）東京：講談社

「カムライグ語聖書j

Y Beible の盟raeg Newydd yn cynnJJ,J7s Yr みocryffa. Swindon: Cymdeithas 

y Beibl. (1988). 

‘

34 

©日本カムリ学会 2007 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 3(1):14-34




